
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【１９３】 

２．日 時：令和２年５月２２日 １０時００分～１７時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｂ会議室 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官、津金主任安全審査官※、宇田川安全審査官、 

堀野技術参与※、山浦技術参与※、服部原子力規制専門職※ 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部 課長 ほか 14 名※ 

  

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、耐震及び強度に関する説明書について、

令和２年１月１６日、２月２８日、４月２３日及び５月１４日の提出資

料に基づき説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【溢水源としない耐震Ｂ，Ｃクラス機器の耐震計算書】 

○ 「表５－２ 基準地震動Ｓｓに対する配管，弁及び支持構造物の応力

評価結果」に示される設置許可段階での評価方針からの変更点（定ピ

ッチスパン法による評価は実施せず、全てスペクトルモーダル解析に

よる評価を実施）について、その詳細を説明すること。また、代表配

管について、固有値、応力等の評価結果を説明すること。さらに、疲

労評価結果が厳しい配管について、疲労評価手法の有する余裕（等価

繰返し回数の設定方法等）を説明すること。 

 

【工事計画に係る説明資料（発電用原子炉施設の溢水防護に関する説明書）】 

○ 「第９．４－２表 水圧試験結果」に示される「試験水圧」ついて、

設定の考え方を整理して説明すること。 

 

【津波への配慮が必要な施設の強度計算の方針】 

○ 「ｃ．余震荷重（Ｓｄ又はＫＳｄ）」について、ＳｄとＫＳｄの違い

を整理して説明すること。 

 

【原子炉格納容器の地震時のスロッシングに対する考え方について】 

○ 「３．２ スロッシングによる設備の影響について」に示される下部



 

ドライウェルアクセストンネルの水の揺動を考慮した浮力を用いた

評価について、評価内容の詳細を整理して説明すること。 

○ 「表２ スロッシングによる影響評価」に示されるベント管及び原子

炉本体の基礎のスロッシングによるモーメントについて、算出方法、

算出条件及び算出過程を整理して説明すること。 

○ 「表３ 地震の波高」に示されるスロッシングにより生じるサプレッ

ションプール水位変動について、既往の文献による算出式、算出条件

及び算出過程を整理して説明すること。 

 

【下位クラス施設の波及的影響の検討について】 

○ 「制御棒貯蔵ハンガ及びチャンネル着脱機の波及的影響について」に

示される各設備について、それぞれの耐震クラスを整理して説明する

こと。 

 

【耐震評価における等価繰返し回数について】 

○ 「表 補６．１ 柏崎刈羽７号機 一律に設定する等価繰返し回数算

出パラメータの整理」に示される先行プラントとの差異の理由につい

て、詳細を整理して説明すること。 

○ 「補足８ 等価繰返し回数の算出に用いる地震動の考え方について」

に示される「ＮＵＲＥＧ－０８００に定められたＳｔａｎｄａｒｄ 

Ｒｅｖｉｅｗ Ｐｌａｎ ３．７．３ Ｒｅｖ．４では、プラント供

用期間中にＳＳＥ地震１回＋ＯＢＥ地震５回を想定した疲労評価を

行うよう要求がある。その際の繰返し回数としては各々の地震イベン

トで最低１０回を考慮する要求がある。」及び「ＳＳＥ地震２回と、

ＳＳＥ地震１回＋ＯＢＥ地震５回が等価である。」について、詳細を

整理して説明すること。 

○ 「表 補８．２－１ 地震加速度大設定値及び弾性設計用地震動Ｓｄ

の１／３倍の比較」に示される地震加速度大設定値について、出典を

整理して説明すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

なし 


